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却 術 」（ars oblivionalis）も、特に 15-16 世紀頃に盛んに提
案され、記憶の世界から痕跡を消す方法が求められてきました。保存している場所が崩壊
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　本稿は、2014 年 7 月 15 日に明治大学において情報コミュニケーション学部創設 10 周
年記念行事としてまた国際交流基金事業の一環として、エレナ・エスポジトを招待して実
施された特別講演「デジタル・メモリー　－ウェブにおける記憶と忘却－」（英文の原タ
13　Brunton,Finn & Nissenbaum,Helen,Vernacular resistance to data collection and analysis: A 
political theory of obfuscation, First Monday, Volume 16, Number 5 - 2 May 2011.
 9 






　日本ではルーマンのグロッサリー（用語集）である『GLU』（Glossar zu Niklas Luhmanns 
Theorie sozialer Systeme, 邦訳 : 国文社刊）の執筆者として知られているが、それ以外にも、
フィクションと確率論の関係（Die Fiktion der wahrscheinlichen Realität）、金融と時間の関係
（Die Zukunft der Futures: Die Zeit des Geldes in Finanzwelt und Gesellschaft）、そしてファッショ
ン（Die Verbindlichkeit des Vorübergehenden: Paradoxien der Mode）をシステム論の観点から論
じた仕事がある。とりわけ彼女の主著と目される『社会的忘却』（Soziales Vergessen: Formen 

















































開催日時： ２０１４年 ７月１５日（火） ３時限目
場 所： 和泉キャンパス第二校舎 ６番教室
講 演 者： エレナ・エスポジト先生
講演内容： 「デジタル・メモリー～ウェブにおける記憶と忘却～」
司 会： 大黒 岳彦教授（情報コミュニケーション学部）
情報コミュニケーション学入門ＡＢＣＤ受講者へ...
７月１５日（火）の情コミ入門はＡＢＣＤすべて特別授業となります。
間違わずに出席してください。
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　それぞれの社会的記憶がどのような機能を社会において演じるかについては、紙幅の関
係もあり、ここでは詳説を断念せざるを得ないが、一つだけ注意を喚起しておくとするな
ら、エスポジトの考える（そしてルーマンが考えていた）社会的記憶とは、個人の意識と
は関係がない、という点である。社会システム論の枠組みにおいて「記憶」とは、過去に
向かっては、社会がどの情報を保存し、そしてどの情報を忘却するか、という選択原理と
して機能し、また未来に向かっては、何が予期されるか、という社会的な期待の枠組み、
すなわち社会構造を担保するものとして機能する。そして、これらは個人が何を意識する
か、何を記憶しているか、ということには依存しない。
　重要なことは、（一般にはそう考えられているにもかかわらず）「記憶」（memory）が
「覚えること」（remembering）と同義ではなく、〈覚えること / 忘れること（forgetting）〉
という「区別」であり、両者のコントロールであるという認識を社会システム論が堅持し
ている点にある。その意味で、第二節で紹介されている「忘れなければ、新たに覚える余
地を生むことができない」というシモニデスとテミストクレスの逸話は留意に値する。一
般に、メディア技術は記憶容量に物理的な限界を有する。原初的な記憶媒体は言うまでも
なく人間の脳であるが、これには個人差があるとはいえ、容量は貧弱である。長い歴史を
有する「記憶術」の伝統は、こうした貧弱な人間の記憶容量を如何に拡張し、また如何に
効率的かつ確実に記憶した情報を取り出すかという人間の涙ぐましい努力の結晶である。
「記憶術」の歴史が示しているように、記憶容量が貧弱な間は、「忘れること」に対して「覚
えること」が優位に立つのは当然と言えた。活字技術の登場によって社会的記憶の容量は
一挙に増えることになるのだが、それでも依然「覚えること」の優位は揺らがなかった。
だが、インターネットの登場と普及によって、「覚えること」と「忘れること」の関係が
ついに逆転する。そして、この点の指摘こそが本稿での、エスポジトの最大の力点である。
　人間の記憶では、ほうっておけば自然と「忘れる」というのが記憶の 初
デフォルト・ヴァリュー
期 値 であっ
た（だからこそ「覚えること」に最大限の努力とエネルギーが注がれた）のに対し、イン
ターネットというメディア技術のパラダイムにおいては、「覚えること」は自動化された
プロセスであり、それが記憶の 初
デフォルト・ヴァリュー
期 値 となる。逆に「忘れること」にエネルギーと努
力が必要とされる。記憶におけるこうした「覚えること」と「忘れること」との逆転が、
人類史上初めて出
しゅったい
来しているのである。この指摘は、情報社会に生活する我々にとって極
めて重大である。住所や職業や出身といった個人情報はもとより、今後、Apple Watch や、
Google glass などのウェアラブルの普及によって、身体内部の情報までがクラウド上に
ビッグデータとして記憶されていく社会の出現がすぐそこに見えているからである。こう
した強力な社会的記憶の体制に対して個人がどのようなスタンスを取ればよいのか、そう
した問いをこの講演は投げかけている。
